
植植植植ええええつつつつけけけけのののの準準準準備備備備
スイカは高温性で乾燥を好み、陽あ

たりの良い場所でないといけない。ま

た、連作障害が出易いので、同一場

所で毎年続けて作ることは避けた

い。そして、梅雨期の病虫害防除を

徹底することが上作のポイントであ

る。植えつけの20日位前に、畑全面

に石灰を施して荒起しする。畦巾は

2.5～3.0mとするが、当初1.5mの植

えつけ畦を作り、そこに元肥を施して

排水がよくなるようにカマボコ型の中

高うねに仕上げる。地温を上げるこ

とと、病害予防のためにポリマルチを

すれば更によい。元肥を施し、植え

け畦を仕上げるのは、定植の7日前

位である。

植植植植ええええつつつつけけけけ
苗は暖い風のない日を選び、午後2

時頃までに終わるようにする。苗は、

根を切らないようにポットをはずし、

浅植えにする。植え穴に根切虫予

防としてデナボンを小匙一杯施すと

よい。植えつけは畦の端30cmの所に

植え、株間は1mとする。植えつけ後

水をやり、ホットキャップ（またはトンネ

ル）をかぶせる。

植植植植ええええつつつつけけけけ後後後後のののの手手手手入入入入れれれれ
植えつけ後7～40日すると活着する

ので霜の心配がなければキャップを

とるか、頂点に穴を開けて換気する。

本葉5枚で芯止めをする。l株で子ヅ

ル4～5本を出し、2果収穫する。フ子

ヅルは3番花（20節前後）に玉づけ

するので、そこまでの孫ヅルは摘除

する。植えつけ後40～45日頃に子ヅ

ルの3番花（め花）が開花するので、

朝の6～9時に人工交配を行えば、

確実に着果する。病気に対しては、

雨後は必ず、晴天時でも10日に一

度は殺菌剤を散布するとよい。果実

がボール大になれば追肥し大畦仕

上げ（図参照）をする。

収収収収穫穫穫穫
玉づけ後45日前後で収穫となる。果

実を叩いて、音で判断することがあ

るが、確実さに欠けるので、玉づけを

した時に目印をしておけば熟度が判

定できることになる。
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